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■
旅
人
か
ら
農
家
を
目
指
し
て

　

定
住
と
就
農
を
目
的
に
茨
城
町

に
き
て
着
任
当
初
の
６
月
。
黄
金

色
の
小
麦
畑
が
広
が
る
景
色
に
感

動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今

は
小
麦
農
家
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

着
任
か
ら
１
年
半
、
こ
れ
ま
で

農
業
を
軸
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
茨
城
町
の
若
手
農
家

２
人
と
共
に
企
画
し
て
い
る
「
Ｈ

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ ( 

は
え
る) 

マ
ー
ケ
ッ

ト
」。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
小
学

校
跡
地
に
「
も
う
一
度
集
ま
る
機

会
を
作
る
こ
と
」
と
「
農
業
や
手

仕
事
の
魅
力
発
信
の
場
を
つ
く
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
た
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
す
。
主
に
農
家
直
売
野
菜
や

飲
食
物
の
販
売
、
ク
ラ
フ
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
演
出
な

ど
町
内
外
か
ら
20
店
舗
を
超
え
る

出
店
者
の
方
々
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
こ
れ
ま
で
４
か
所
の
旧
小
学

校
で
開
催
し
ま
し
た
。

■ 「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ
カ

フ
ェ
ひ
・
ら
・
く
」
を
オ
ー
プ
ン

　

昨
年
５
月
か
ら
毎
週
金
・
土
曜

限
定
で「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル
シ
ェ

カ
フ
ェ
ひ・ら・く
」と
い
う
カ
フ
ェ

を
下
土
師
（
下
土
師
１
８
２
１
）

に
オ
ー
プ
ン
。
ス
タ
ッ
フ
が
育
て

た
自
然
栽
培
野
菜
の
美
味
し
さ
や

栽
培
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
茨
城
町
産
小
麦
１

０
０
％
の
釜
焼
き
ピ
ザ
と
自
然
栽

培
で
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
店
内
の
装

飾
な
ど
に
は
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

を
貸
り
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
環
〜
Ｗ
Ａ

さ
ん
の
保
全
活
動
か
ら
出
た
地
域

資
源
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
敷
地

内
に
は
新
た
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
開

設
し
た
の
で
、
多
く
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
内
の
遊
休
農

地
を
借
り
受
け
、
ピ
ザ
に
使
用
し

て
い
る
強
力
粉
の
原
料
と
な
る
小

麦
の
栽
培
面
積
を
広
げ
商
品
化
し
、

栽
培
か
ら
製
粉
・
販
売
を
す
る
小

麦
商
社
に
な
り
、
全
国
の
パ
ン
屋

や
ピ
ザ
屋
へ
卸
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

将
来
は
、
感
動
し
た
茨
城
町
の
小

麦
の
景
色
を
観
光
地
に
す
る
こ
と

を
目
標
に
日
々
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

夢
は
、
小
麦
畑
の
観
光
地
化

農
業
を
軸
に
町
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い

❶「オーガニックマルシェカフェ
ひ・ら・く」の人気メニューは旬の
野菜を使ったピザ「ネモネ～モ」。
❷気さくなスタッフでお店は和気あ
いあいとした雰囲気。

❶ ❷

オーガニックマルシェ
ひ・ら・く

facebook

▶ 営業日時
　 毎週金・土曜日
午前11時～午後６時

川島 裕樹さん
千葉県千葉市出身
20代前半まで、海外や日本各地を
旅する。その後、千葉県の農家レ
ストランで２年間農業研修をし、
平成29年６月に茨城町地域おこし
協力隊に着任。
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■
町
に
新
た
な
風
が
吹
く

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、

地
方
で
の
生
活
を
望
む
都
市
部
の

人
た
ち
を
迎
え
入
れ
る
制
度
で
す
。

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、
各
分

野
で
の
活
動
に
携
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
力
の
創
造
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
８

人
の
隊
員
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

隊
員
の
活
動
は
期
限
付
き
で
、
３

年
間
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
茨
城
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
隊
員

は
３
人
。
都
市
部
な
ど
を
離
れ
、

町
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ

た
隊
員
に
は
、
町
外
か
ら
来
た
こ

と
で
分
か
る
地
域
の
良
さ
な
ど
新

た
な
視
点
も
含
め
た
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

様
々
な
思
い
を
胸
に
、
茨
城
町

で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん
だ
隊
員
た

ち
。
今
回
の
特
集
で
は
、
現
在
活

動
し
て
い
る
３
人
の
隊
員
を
紹
介

し
ま
す
。

特　

集地
域
お
こ
し
協
力
隊

【問合せ先】町民協働課　地域おこし協力隊　☎０２９ｰ２９１ｰ８８０２（直通）

隊員がSNS公式アカウントで情報を発信しています。

https://www.facebook.com/townibaraki/

地域おこし協力隊の関わるイベントや、
3 人の活動情報、隊員が茨城町で感じたことなど
を発信しています。

茨城町地域おこし協力隊facebook

https://twitter.com/ibarakiokoshi/

イベント時の状況をつぶやいたり、
Koco・de の休館のお知らせなど、タイムリーな
情報を発信しています。

茨城町地域おこし協力隊twitter
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■
茨
城
町
に
Ｕ
タ
ー
ン

　

平
成
28
年
、
茨
城
町
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
見
つ
け
、
東
京
に
い

な
が
ら
懐
か
し
い
気
持
ち
で
町
の

風
景
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
の
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ「
い
ば
３
ふ
る
さ
と
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」に
入
会
。

会
報
の「
季
刊
誌Sun

」で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
久

し
ぶ
り
に
町
の
人
と
関
わ
っ
た
り
町

の
こ
と
を
知
っ
た
り
す
る
機
会
が
で

き
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
町
と
の
再
会
を
き
っ
か

け
に
、
昨
年
７
月
茨
城
町
に
約
30

年
ぶ
り
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
親
が
若
い
頃
に
こ
こ
に
住
も

う
と
決
め
て
暮
ら
し
た
町
、
18
歳

ま
で
育
っ
た
町…

今
は
親
も
親
戚

も
い
な
い
こ
の
町
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
に
少
し
勇
気
が
い
り
ま
し
た

が
、
近
所
の
方
が
い
つ
も
声
を
か

け
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
い

ば
３
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
を
通
じ
て
町
内
外
の
方
と
知

り
合
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、
ま
た

こ
の
町
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

か
な
と
感
じ
て
思
い
切
っ
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

■ 

町
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　

私
の
協
力
隊
と
し
て
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
町
の
魅
力
発
信
で
す
。

企
画
制
作
や
広
報
関
連
業
務
に
長

く
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
い
ま
ま

で
身
に
つ
け
て
き
た
こ
と
を
活
か

し
、
茨
城
町
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
、
私
を
育
て
て
く
れ

た
町
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
活

動
し
て
い
ま
す
。
一
度
故
郷
を
離

れ
た
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の
で

き
る
魅
力
が
き
っ
と
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

18
歳
で
町
を
出
た
た
め
、
町
の

こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
な
く
、
ま

だ
勉
強
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
任
期
は
あ
と
約
２

年
。
町
に
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

活
動
や
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
茨
城
町

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で

育
っ
た
町
に
恩
返
し
が
し
た
い

平成30年７月からの活動
11月：茨城観光マイスター試験に合格。
11月：「ゆうちょマチオモイカレンダー
2019」に涸沼の写真が選出。いば３ふる
さとサポーターズクラブの会員として応募
に関わる。
12月：国交省「水の里の旅コンテスト」
にて「ひろうら田舎暮らし体験推進協議
会×茨城町」のチームが「観光庁観光資
源課長賞」を受賞。本コンテストの応募
と受賞式でのプレゼンテーションを担当。
平成31年２月：茨城町PRポスター制作
このほか季刊誌Sunの記事制作を行う。

❶「いば３ふるさとサポーターズクラブ」オフ会の様子。
❷国交省「水の里の旅コンテスト」表彰式。

❶

❷

いゆうちょマチオモイカレンダー 水の里の旅コンテスト

星川 理恵子さん
茨城町出身
都内の短大卒業後、音楽事務所や
PR会社、食品メーカーで企画制
作・広報業務に携わる。平成30年
７月に茨城町地域おこし協力隊に
着任。
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■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

　

Koco 

・de （
こ
こ
で
）

　

小
鶴
商
店
街
に
あ
る
空
き
店
舗

を
活
用
し
、
様
々
な
方
が
利
用
で

き
る
自
由
な
場
所「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
教
育
へ
の
関
心

か
ら
、
自
分
自
身
もK

oco

・de

を
利
用
し
、
寺
子
屋
を
開
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
色
々
な
人
と
協
力

し
企
画
す
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
がKoco

・de 

に

通
っ
て
い
る
理
由
は
「
勉
強
す
る

た
め
」「
友
達
と
遊
ぶ
た
め
」と
様
々

で
す
が
、
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
場
所
に
な
れ
た

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
役
割
は
果
た
せ
て
い
る
と

思
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
人
に
も
「
寺
子
屋
だ
か
ら
」

と
意
識
せ
ず
に
、
幅
広
く
使
え
る

場
所
と
し
て
、
気
軽
に
利
用
し
て

も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■ 「
学
び
」
と
「
交
流
」

　

K
oco

・de 

を
使
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の

は
、
多
種
多
様
な
人
と
の
交
流
。

他
校
の
生
徒
、
地
域
の
大
人
は
も

ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
の
世
界
中
の
人
と
の
交
流

を
通
し
て
、
社
会
に
出
て
必
要
に

な
る
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、
世
界
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
様
々
な
人
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
価
値
観
や
、
生
き
方

が
あ
る
。
そ
れ
を
知
り
、
自
身
の

将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
て
も
ら
い

た
い
、
未
来
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
興
味
の
あ
る
こ
と
や
好
き

な
こ
と
を
見
つ
け
て
、
と
こ
と
ん

追
求
し
て
ほ
し
い
で
す
。
夢
中
に

な
れ
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、
や
っ

ぱ
り
強
い
で
す
か
ら
。

　

そ
し
て
、
一
度
は
地
元
を
離
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
い
ず
れ
は

こ
の
町
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
こ
で

の
思
い
出
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

人
と
の
出
会
い
は
楽
し
い

そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い

コミュニティスペース
「Koco ・de」
「学びと交流」を軸に、自立学習支
援やイベントを開催しています。

▶ 開館日
　 毎週月・水・土曜日
　 午後２時～９時
▶ 利用料　無料
【問合せ先】 ☎080-2351-4882

❶コミュニティスペース「Koco・
de」は、自主学習などに励む子ども
たちで賑わう。❷11月に行ったイベ
ント「Koco･de の秋祭り」。

❶ ❷

近藤 弘志さん
島根県隠岐郡西ノ島町出身
高校卒業まで島根県の離島で過ご
す。その後、都内の大学に進学し、
地域づくりを専攻。平成30年４月
に茨城町地域おこし協力隊に着任。

●交番

●中多屋
　旅館

↑
長
岡
方
面

↑
小
鶴
商
店
街

koco・de
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　前田第二区は、「ふるさと元気づくり推進事業」２年目の中
で、毎月親交館カフェを開催しています。
　10月14日（日）には、ボランティアのワンマン・オーケスト
ラチャーリー栗原氏によるお楽しみ演奏会が開催されまし
た。
　三世代に合わせた様々なジャンルの曲が披露され、幅広い
世代が楽しみました。中でも、参加者がマラカスで一緒に演

奏する場面で
は、会場は大
変な盛り上が
りを見せてい
ました。

小鶴区

　小鶴区では、11月11日（日）に
区内公民館において恒例の「敬老
者祝賀会」を開催しました。
　地元小鶴ばやし保存会の公演や、
しらゆり女性会の皆さんによる仮
装での歌が披露され、会場は大変
賑わいました。また、手作り料理
に舌鼓を打ちました。

　町では３人の集落支援員が、地域を元気にする地域　　　
各区が地域活性化のために実施している、地域の特色　　　

【問合せ先】 　町民協働課　集落支援員　　　　　　

　「ふるさと元気づくり推進事業」２年目
の前田東区では、７月８日（日）に区内の楽
楽農園において、三世代交流ジャガイモ堀
り体験を開催しました。春に植え付けた
「きたあかり」の種イモから、たくさんの
イモが育っていることに、喜びや驚きの声
が園内いっぱいに広がりました。そして、
収穫した「きたあかり」の品種の特徴や美
味しい食べ方の豆知識を楽しく学びまし
た。

　矢頭中丸原区は、８月５日（日）に、区内の絆園におい
て第２回中丸原三世代ふれあい「絆祭り」を開催しました。
　パンダをかたどったシャンシャン親子「子ども神輿」
が区内を巡回し、ワッショイ、ワッショイと元気なかけ
声が区内に響き渡りました。園内では、焼きそばや焼き
鳥、かき氷などの模擬店に長蛇の列ができ、祭りを楽し
む光景が見られました。

Vol.８

前田東区

矢頭中丸原区

前田第二区
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　　づくりの取り組みを支援する活動を行っています。集落支援員が関わり、
　　を活かした取り組みを紹介します。
　　☎０２９―２９１―８８０２（直通）

明光台団地区
　９月16日（日）明光
台自治会主催によ
り、区内の70歳以上
の高齢者を対象に敬
老祝賀会を開催しま
した。区長より、区
における高齢化の現
状報告の後、アトラ
クションとして町集
落支援員とボランティアの仲間で活動している「うそこ
け座」が、還付金詐欺の語り寸劇を披露し、詐欺にあわ
ないための啓発を行いました。また、カラオケや、ビン
ゴゲームで楽しい時間を過ごしました。

上郷区

　上郷区では、５月
24日（木）に町社会
福祉協議会いきいき
サロン啓発普及団体
助成金を受け、「上
郷ふれ愛サロン」を開講しました。
　会員相互の親睦と健康づくりや、区民が顔を合わせる
機会をつくることを目的に、月１回の健康サロン、区内
の道路等の美化活動・ミニウォーキングをしながらのク
リーン作戦を楽しく行っています。

大畑区
　７月15日（日）大畑
区では、区内公民館
において、「大畑区
夏祭り」を開催しま
した。カラオケ大
会、輪投げ大会等に
より三世代が交流
し、おもてなし料理
に舌鼓を打ち、区民
同士の親睦を図り楽しみました。

常井区
　8月19日（日）常井
区では、学校の新学
期前に「防犯灯の点
検及び通学路のこさ
ばらい」を実施し、
子どもたちや通行人
の安全対策に取り組
みました。

野曽後谷区
　野曽後谷区で
は、今年度から
「ふるさと元気づ
くり推進事業」を活
用し、『菜の花満
開プロジェクト』
に取り組みました。
10月28日（日）に
は、たたえ沼の安全

対策として、区民により防護柵設置を行いました。
　また、景観の形成づくりとして、道路敷の桜の木の下
を整地。菜の花やレンゲの種を蒔き、花の競演を目指
し、春のお花見ができるのを心待ちにしています。

越安区
　越安区で
は、11 月
25 日（日）に
恒例の三世
代交流「越
安区輪投げ
大会・芋煮
会」を区内
の越安コミ
ニュティセンターにおいて開催しました。
　輪投げ大会の後には、女性会の皆さんによる手作りの
料理を頂きながら、懇親を深めました。

い
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上飯沼区
　上飯沼区では、7
月29日（日）、区内集
落センターにおいて
３年目になる「ふる
さと元気づくり推進
事業」を活用して、
第３回三世代交流会
を実施しました。今
年は、手品歴30年の
マジシャンである高野氏によるマジックショーが行われ
ました。また、手づくりの台を使った流しそうめんや輪
投げ大会、パン食い競走など、たくさんのイベントを実
施し、交流を図りました。

　上飯沼南部区で
は、三世代交流によ
る地域の活性化と
「元気づくり上飯沼
南部」をテーマに、
平成28年度から「ふ
るさと元気づくり推進事業」を実施しています。10
月28日（日）には第３回三世代交流会を行いました。
今年は「石岡ばやし常陸連」を招き、茨城県指定無
形民俗文化財である「石岡ばやし」を楽しみまし
た。また、バーベキューやけんちん汁、焼きそば、
ピザ窯で焼いたピザがふるまわれました。

鳥羽田区

　鳥羽田区では、
11月11日（日）に区
内の田園都市セン
ターで「第５回鳥羽
田ふれあいまつり」
を開催しました。セ
ンター内には子ども
たちの習字のほか多種多様な作品が展示され、和室では
手作りのお菓子と抹茶でのおもてなしがありました。
　また、子ども達は常磐大学の学生と一緒に「昔遊
び」を楽しみました。

上雨ヶ谷区
　上雨ヶ谷区では、10
月21日（日）に区内の
集落センターで町の
「ふるさと元気づくり
推進事業」を活用し、
第３回三世代交流会を
開催しました。
　交流会は、「おやじバンド」による生演奏、そして歌
や踊りなど多彩な催し物があり、子ども神輿も同セン
ター内を練り歩き、会場を盛り上げました。

下雨ヶ谷区
　下雨ヶ谷区では、
10月21日（日）に区
内のコミュニティセ
ンターで「第16回三
世代交流会」を開催
しました。
　班ごとに用意した
料理は、テーブル
いっぱいに並べられ

ました。また、子ども神輿も繰り出して会場は大いに盛
り上がりました。

古宿区
　古宿区では、
「ふるさと元気づ
くり推進事業」が
３年目となり、11
月３日（土）に町
道脇の遊休水田を
利用して、区民総
出で花壇づくりを
しました。また、
同日区内の香取神社境内でバーベキューをし、三世代
で楽しい時間を過ごしました。

上飯沼南部区

９ 2019.３　広報　いばらき

本郷区
　本郷区では、９月
17日（月・祝）に区
内のコミュニティセ
ンターで「敬老祝賀
会並びに三世代交流
会」を開催しまし
た。テーブルには女
性部皆さんの手料理
が並び、余興ではち
んどん「花樹一座」が花を添えました。子どもたちによ
るじゃんけん大会も開催され、会場は大いに盛り上がり
ました。

海老沢区

　海老沢区女性会
は、11月25日（日）
に区内のコミュニ
ティセンターで、
「※ポーセリン・
アート講座」を開催
しました。
　参加者は、色々な
シールを貼り、思い
思いに自分仕様の
カップを楽しみなが
ら制作しました。

※ポーセリン・アートとは、白磁器に美しい絵柄の転写用シール
を水貼りし、焼き付ける食器アート。

ました。

網掛区
　1 0月 1 5日
（月）町集落支
援員とボラン
ティアの仲間で
活動している
「うそこけ座」
は、網掛区コ
ミュニティセン
ターで「ニセ電話詐欺」の語り寸劇を披露しました。定
例のシルバー体操終了後のひと時の時間をいただき、被
害にあわないために、小道具を使って分かりやすく「還
付金等詐欺・架空請求詐欺」の２話を演じました。

船渡区
　船渡区では、
10月6日（土）区
内新農村集落セ
ンターにおいて
敬老祝賀会を行
いました。区内
の高齢者の長寿
を祝い、余興の
カラオケや踊り
が披露され、ごちそうを囲みながら楽しいひと時を過ご
しました。

中山区
　中山区では、「ふる
さと元気づくり推進事
業」が３年目となり、1
月20日（日）に「茶の
湯を楽しみましょう」
講座を開催しました。
表千家照沼宗美教授の
指導のもと、初心者で
も楽しく有意義な時間

を過ごすことが出来ました。

中石崎区
　中石崎区で
は、2 年目にな
る「ふるさと元
気づくり推進事
業」を活用して、
10月28日（日）
中石崎公民館に
おいて、「ふれ
あい祭り」を行
いました。風船で動物や花の形を作るバルーンアート講
習会や輪投げ大会、ビンゴゲーム、ピザ焼き講習会、綿
あめづくりなど盛りたくさんのイベントを実施し、三世
代での交流を和気あいあいと楽しみました。
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農業委員会　木村順農地利用最適化推進委員
農林水産大臣賞受賞を報告
農業委
農林

２/４
（月）

　日常生活の中で感じたことや考えていることを広く社会に訴えることにより、将来に向かって自信と誇りを抱
いてもらうことを目的とした「茨城町少年の主張作文」（青少年育成茨城町民会議主催）の表彰式が茨城町役場
で行われました。
　今年は町内の小・中学校から計406点の応募があり、下記の児童・生徒が入賞しました。

未来を担う子どもたちの主張
少年の主張作文表彰式

　日常生活の中で
いてもらうことを

未来を
少年の

1/15
（火）

　農業委員会の木村順農地利用最適化推進委員が小
林宣夫町長を表敬訪問し、農林水産大臣賞を受賞し
たことを報告しました。
　この賞は、農地等の利用の最適化に関して他の農
地利用最適化推進委員の模範となる活動をした委員
に贈られるものです。
　木村さんは、農業委員と協力して長岡農地集積モデ
ル地区において農地所有者への利用意向調査を戸別訪
問により実施し、担い手に約1.7haの畑を集積・集約
化した活動が高く評価され、受賞となりました。

町内の小学生が入賞
茨城県下水道促進週間コンクール
表彰式

委員 町内の
茨城
表彰

１/24
（木）

　下水道に対する理解を深めるため実施している
「茨城県下水道促進週間コンクール」（茨城県主催）
の表彰式が茨城県庁において行われました。
　町からは中根綾香さん（青葉小学校４年）が応募
数39,874点の「書道部門」の中から、「知事賞入選」
を受賞し、表彰を受けました。

　　　小学生の部

葵　小５年　笹沼　直揮

長岡小６年　山口　凛

青葉小６年　小沼　優美花

長岡小５年　蛯澤　美羽

長岡小６年　鳥羽田　士恩

大戸小６年　相田　愛唯

葵　小５年　大倉　はるか

葵　小６年　阿部　由佳

表彰区分＼部門

町長賞

教育長賞

町民会議会長賞

　　　中学生の部

青葉中３年　高野　愛之

明光中３年　木村　遥

青葉中１年　田崎　広晃

明光中１年　大倉　ほのか

青葉中２年　村田　百々果

青葉中３年　髙橋　紗良

（敬称略）

Town News　“まちのできごと”
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Town News
まちのできごと
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防災への誓い新たに
茨城町消防出初式
防災へ
茨城町

１/14
（月）

ひろうら田舎暮らし体験推進協議会×茨城町
“水のめぐみ”と ふれあう水の里の
旅コンテスト2018で特別賞を受賞

ひろう
“水の
旅コン

12/18
（火）

　国土交通省主催の「“水のめぐみ”と ふれあう水の
里の旅コンテスト 2018」にて、「ひろうら田舎暮ら
し体験推進協議会（清水勝利会長）× 茨城町」が、
特別賞「観光庁観光資源課長賞」を受賞しました。
　このコンテストは、水の里の観光資源を活用してい
る優れた旅の企画を選定し、その魅力を伝え、地域の
活性化を推進するものです。今回の受賞にあたっては、
地域とふれあい、自然の豊かさを体感できる民泊プラ
ンが評価されました。

　茨城町消防出初式が、町総合福祉センター「ゆうゆ
う館」駐車場及び町立中央公民館において開催され、
町消防団員など消防関係者約 350人が参加し、まち
を守るための誓いを新たにしました。
　式典では、消防職員や消防団員による分列行進の後、
長年にわたり消防団活動に従事した団員などが表彰さ
れ、火事や災害などにおいて人命・財産を守った功績
を称えました。
　また、式典後には今年一年の安全を願って、駒場地
内で一斉放水が行われました。

聴覚に障がいのある方への理解を
手話奉仕員養成講座（基礎課程）
閉講式

城町
里の
受賞

聴覚に
手話奉
閉講式

12/20
（木）

　茨城町聴覚障害者協会は、町総合福祉センター
「ゆうゆう館」において、平成30年度茨城町手話奉
仕員養成講座（基礎課程）閉講式を行いました。受
講生は、手話によるスピーチ発表の後、修了証書を
受け取り、第１期生の茨城町手話奉仕員として登録
されました。
　受講生はこれまでの講座を振り返り「他の受講生た
ちと互いに励まし合いながら学んできた。今後も聴
覚に障がいのある方との交流活動に努めていきた
い。」と話しました。

Town NewsTown News
まちのできごとまちのできごと
Town News
まちのできごと
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あ
る
日
、
氏
神
様
の
生
け
垣
に

白
っ
ぽ
い
も
の
が
見
え
ま
し
た
。
近

づ
い
て
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
れ
は

蛇
の
抜
け
殻
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も

し
っ
か
り
と
し
た
形
だ
っ
た
の
で
、

長
さ
を
計
っ
た
と
こ
ろ
、
１
ｍ
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

の
も･･･

と
思
い
、
平
成
21
年
７
月

10
日
と
当
時
の
日
付
を
箱
に
記
し
、

保
管
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
10
日
、作
業
場（
私

の
家
は
メ
ロ
ン
農
家
で
す
の
で
、
出

荷
の
際
に
箱
詰
め
を
す
る
と
こ
ろ
）

に
１
ｍ
70
㎝
も
の
太
い
蛇
の
抜
け
殻

を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

以
前
、
義
母
か
ら
「
蛇
は
家
の
守

り
神
で
あ
る
」
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
ま
た
丁
寧
に
箱
に
入

れ
ま
し
た
。

　

蛇
の
脱
皮
は
７
月
10
日
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。
見
つ
け
た
日
が
同
じ

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
び
っ

く
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
日
あ

た
り
は
、
身
近
な
も
の
へ
視
線
を
向

け
て
み
る
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
二
つ
の
抜
け
殻
が
果
た
し
て

同
じ
蛇
の
抜
け
殻
な
の
か
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が･･･

中
身
の
蛇
を
見

て
み
た
い
と
も
思
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
鱗
の
あ
る
も
の
は
縁
起
の

良
い
印
と
言
う
よ
う
で
す
し
、
こ
の

抜
け
殻
は
「
守
り
神
」「
縁
起
物
」

と
し
、
私
の
宝
物
の
一
つ
と
し
て
桐

箱
に
納
め
て
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

珍
客
来
た
り

鳥
羽
田　

早
苗

レ
ポ
ー
タ
ー

虚見つけた２つの蛇の抜け殻と
　一緒に撮影。
許昨年の６月 25 日には、庭の
　ダリヤの花にオオムラサキの
　蝶が羽を休めていました。と
　ても美しい姿に感動し、慌て
　てシャッターを切りました。

身近な出来事を「広報いばらき」に掲載しませんか？
▶対　　象　町内に在住・在勤されている方
▶原　　稿　文字数400字～600字程度、写真１～２枚
▶応募方法　住所、氏名、連絡先（電話・FAX番号）を明記の上、下記までお申し込みください。

※スペースによって、掲載できない場合もあります。
【応募・問合せ先】　秘書広聴課　☎０２９－２４０－７１２６（直通）
　　　　　　　　　　FAX：０２９―２９２―６７４６　Mail: i_kouho@town.ibaraki.lg.jp
　　　　　　　　　　〒３１１―３１９２　茨城町小堤１０８０　茨城町秘書広聴課 宛

虚虚虚

許許

健康増進課（保健センタ
ー）３月のお知らせ

日   曜日 事　業　名 
受付時間

１

７

８

10

13

金

木

金

日

水

パパママ教室　（申
込制）

5歳児健診

食でいきいき！健康
料理教室

（申込制）

となりの町を歩こう
！（大洗町）

健康相談

8～9か月児育児相談

13:15～13:30

13:00～13:30

9:15～　9:30

9:00～　9:30

9:00～11:30

9:45～10:00

　

３
月
３
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
。「
３
」

が
耳
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
と
、
語
呂
合

わ
せ
か
ら
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が
認

定
し
ま
し
た
。耳
に
は
、聴
覚
だ
け
で
な
く
、

平
衡
感
覚
を
保
つ
と
い
う
重
要
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
耳
の
健
康
を

定
期
的
に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

耳
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
心
が
け

耳
の
健
康
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
耳
の
掃
除
を
正
し
く
で
き
て
い
ま
す
か

　
　

耳
の
掃
除
は
、「
し
な
い
こ
と
」
よ
り

「
し
す
ぎ
」
が
問
題
で
す
。
週
に
１
度
、

入
浴
後
に
綿
棒
で
軽
く
耳
の
中
を
な
ぞ

る
、
耳
か
き
で
軽
く
な
ぞ
る
程
度
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
鼻
を
か
む
と
き
も
注
意

　
　

鼻
を
強
く
か
み
す
ぎ
る
と
、
耳
管
が

開
い
て
炎
症
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
片

方
ず
つ
静
か
に
鼻
を
か
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　
　

適
度
な
運
動
や
入
浴
な
ど
で
、リ
ラ
ッ

ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

▼
睡
眠
（
休
養
）
を
と
る

　
　

早
寝
早
起
き
を
し
て
、
十
分
な
休
養

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▼
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
す
る

　
　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含
ま

れ
る
黒
ゴ
マ
・
ほ
う
れ
ん
草
・
海
藻
な

ど
の
食
材
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

次
の
症
状
が
あ
っ
た
と
き
は

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

・
耳
が
塞
が
っ
た
感
じ
が
す
る
。

　

・
音
が
響
い
て
聞
こ
え
る
。 

　

・
め
ま
い
が
す
る
。 

　

・
耳
鳴
り
が
す
る
。

　

・
耳
が
痛
い
。 

　

・
普
段
と
違
う
耳
垢（
み
み
あ
か
）が
と

れ
る
。

　

そ
の
他
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
３
４
（
直
通
）

心
が
け
よ
う
！
耳
の
健
康

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
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近
年
、
あ
の
手
こ
の
手
で
消
費
者
を
狙
う
、
悪
質
業
者
に
よ
る
被
害
件
数

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
「
私
た
ち
は
狙
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
、
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
る
知
識
が
必
要
で
す
。

　
事
例
１　
「
天
皇
陛
下
の
ア
ル
バ
ム
を
買

わ
な
い
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
皇
室
に
興

味
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し
話
を
聞
い
て
し

ま
っ
た
。
最
終
的
に
断
っ
た
の
に
一
方
的

に
配
送
さ
れ
た
。

【
対
処
法
】
購
入
す
る
意
思
が
な
い
場
合

に
は
、
早
い
う
ち
に
は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。
注
文
や
承
諾
し
て
い
な
い
商
品

が
届
い
た
場
合
は
、
代
金
を
支
払
わ
ず
受

取
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
家
族
間
で
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

事
例
２　

修
繕
業
者
に
「
家
屋
に
壊
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
。
損
害
保
険
で

負
担
な
く
修
理
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
た

の
で
、
数
年
前
の
大
雪
で
壊
れ
た
こ
と
を

話
す
と
、
調
査
員
を
手
配
す
る
と
い
う
の

で
申
込
書
に
サ
イ
ン
し
た
が
、
そ
の
後
手

数
料
が
か
か
る
と
い
わ
れ
た
。

【
対
処
法
】
工
事
の
契
約
を
す
る
前
に
損

害
保
険
契
約
内
容
の
確
認
を
し
、
契
約
し

て
い
る
保
険
会
社
や
代
理
店
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
上
で
、
修
理
の
必
要
性
や

契
約
内
容
を
十
分
に
確
認
し
、
家
族
や
周

り
の
人
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
例
３　

不
用
品
の
処
分
を
し
て
も
ら

お
う
と
、
投
げ
込
み
チ
ラ
シ
の
業
者
に
依

頼
を
す
る
と
、
費
用
は
３
万
円
く
ら
い
と

言
わ
れ
た
が
、
来
訪
す
る
と
30
万
円
と
提

示
さ
れ
た
。

【
対
処
法
】
依
頼
す
る
前
に
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
り
を
取
り
、
料
金
だ
け
で
な
く

作
業
内
容
も
比
較
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
契

約
時
や
作
業
開
始
前
に
追
加
料
金
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
例
４　
「
ど
こ
か
体
調
が
悪
い
と
こ
ろ

は
な
い
か
」
と
訪
問
販
売
業
者
か
ら
電
話

が
あ
っ
た
。
持
病
の
話
題
に
乗
せ
ら
れ

て
、
家
庭
用
電
気
治
療
器
具
を
体
験
す
る

こ
と
に
な
り
、
断
り
き
れ
ず
に
購
入
し
て

し
ま
っ
た
。

【
対
処
法
】
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
点

で
、
商
品
の
販
売
を
目
的
と
し
て
い
な
い

か
を
確
認
し
、
必
要
が
な
け
れ
ば
商
品
の

購
入
、
自
宅
へ
の
来
訪
を
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

　

事
例
５　

所
有
す
る
土
地
の
相
続
対
策

に
「
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
建
設
し
な
い
か
」

「
家
賃
も
保
証
し
ま
す
」
と
電
話
が
あ

り
、
建
築
費
な
ど
高
額
な
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
。

【
対
処
法
】
家
賃
保
証
と
う
た
っ
て
い
て

も
、
家
賃
相
場
や
入
居
状
況
の
悪
化
等
に

よ
り
見
込
み
ど
お
り
の
収
入
が
得
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
建
築
費
返
済
の
他

に
、
修
繕
費
な
ど
の
発
生
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
十
分
理
解
し
た
上
で
契
約
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
申
込
み
や
契
約
等
を
す
る
前
に
も
う
一

度
よ
く
考
え
、
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思

う
時
は
家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
受
付

　
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

【
問
合
せ
先
】

　
茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９（
２
９
１
）１
６
９
０（
直
通
）

消費生活
センター

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

知
っ
て
お
こ
う
！

悪
質
商
法
の
事
例
と
対
処
法

○
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ「
希
望
の
春
」と
小
六

の
男
孫
の
書
き
初
め
茶
の
間
に
飾
る

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
半
纏
に
地
下
足
袋
履
い
て
頬
っ
被
り

亡
父
の
薪
割
り
一
年
分
の

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

煙
白
梅
も
並
ぶ
雀
も
ま
っ
し
ろ
き
胸
毛
広

げ
て
春
を
待
ち
お
り

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

黄
昏
を
待
た
ず
柚
子
風
呂
つ
か
り
け

り
春
告
げ
鳥
の
声
を
聞
き
つ
つ

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

　

部
屋
に
置
く
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
鉢
ひ

と
つ
大
寒
の
な
か
ひ
と
花
咲
か
す

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
軽
の
ト
ラ
ッ
ク
倒
す

人
翌
朝
ゴ
ミ
を
拾
い
い
る
人　
　

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

　

冬
枯
れ
の
庭
の
蠟
梅
凛
と
咲
き
老
い

の
心
を
励
ま
し
く
れ
る　
　
　
　

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

三
島
地
へ
白
鳥
飛
来
の
め
ず
ら
し
く

車
を
止
め
て
見
入
る
ご
夫
婦　
　

藤
井　

功
子（
長　

岡
）

　

子
を
思
う
黄
門
さ
ま
が
詠
み
給
い
し

親
沢
の
鼻
の
一
つ
松
な
り　
　

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

包
丁
を
入
れ
れ
ば
現
る
寿
司
の
花

作
っ
て
楽
し
い
食
べ
て
お
い
し
い　

河
野　

久
子（
網　

掛
）

（
評
）
浦
井
さ
ん
―
新
年
に
な
り
、
お
地
蔵
さ
ま
も
頭

巾
や
前
掛
け
を
新
し
く
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
ろ
う
。
鮮

や
か
な
赤
が
新
年
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。
思
わ
ず
立
ち
止

ま
り
、
手
を
合
わ
せ
て
し
ま
い
そ
う
。
萩
谷
さ
ん
―
寒

い
日
が
続
く
と
暖
か
い
春
が
待
ち
遠
し
い
。
佐
久
間
さ

ん
―
毎
年
や
っ
て
来
る
大
鷲
の
飛
来
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
今
年
も
ま
た
迫
力
あ
る
姿
を
見

せ
て
く
れ
て
い
る
。

（
評
）
田
口
さ
ん
―
元
旦
に
孫
か
ら
贈
ら
れ
た
の
は

「
希
望
の
春
」
と
い
う
書
き
初
め
。
大
切
に
茶
の
間

に
飾
っ
て
喜
び
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、「
希
望
の
春
」

を
待
つ
。
小
堤
さ
ん
―「
半
纏
」「
地
下
足
袋
」「
頬
っ

被
り
」
の
い
で
立
ち
で
薪
わ
り
を
し
て
い
た
亡
父
を

懐
か
し
む
。
そ
の
姿
に
は
お
父
さ
ん
の
意
気
込
み
が

伝
わ
る
。
萩
谷
さ
ん
―
白
い
胸
毛
を
膨
ら
ま
せ
て
春

を
待
つ
雀
を
捉
え
た
。
眼
差
し
が
あ
た
た
か
い
。
初

句
に
添
え
ら
れ
た
白
梅
も
、
も
う
す
ぐ
咲
き
そ
う
だ
。

○
年
新
た
地
蔵
華
や
ぐ
赤
頭
巾

　
　
　
　
　
　

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
）

煙
大
寒
の
睦
月
過
ぎ
行
き
春
を
待
つ

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

煙
大
鷲
が
涸
沼
の
空
を
ゆ
う
ゆ
う
と

　
　
　
　
　
　

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

と
も
白
髪
庭
を
眺
め
て
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

平
成
の
無
き
暦
掛
け
新
春
迎
え

　
　
　
　
　
　

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

災
な
き
と
祈
る
永
劫
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

結
露
戸
の
の
の
字
の
先
は
霜
の
晴

　
　
　
　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

故
郷
を
恋
ふ
る
賀
状
の
文
字
震
ふ

　
　
　
　
　
　

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

箱
根
路
を
た
す
き
繋
ぐ
ぞ
母
校
背
に

　
　
　
　
　
　

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

お
年
賀
は
テ
レ
ビ
電
話
で
賑
や
か
に

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

ち　

ち ま　

ご

1122

虚

許
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　３月１日から７日までの７日間、
全国一斉に「春の火災予防運動」が
実施されます。防火の対策は、家族
全員の協力や地域住民の連携が
あってこそです。
　普段から火の用心に心がけ、火災
を出さないように注意しましょう。

住宅防火
いのちを守る７つのポイント
▶３つの習慣
・寝たばこはやめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。
・ガスこんろなどを消す。

▶４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。
・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
等を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる。

春の全国火災予防運動

　３月１日から７日
全国一斉に「春の火災

春の全

放送大学　入学生募集放送大

お知らせ平成31年度「道路ふれあい月間」
推進標語を募集します
平成3
推進標募　集

　国土交通省では、毎年８月を「道路ふれあい月間」と
して、道路の愛護活動や道路の正しい利用の啓発等各種
活動を推進しています。この一環として、平成31年度
「道路ふれあい月間」推進標語を広く一般から募集します。
▶募集テーマ　道路は、生活の向上と経済の発展に欠く
ことのできない国民共有の、つまりあなたの財産で
す。みんなが道路と親しみ、ふれあい、常に広く、美
しく、安全に、共に楽しく利用し、次世代に受け継い
でいきましょう。

▶応募資格　小学生以上の方から応募できます。
▶応募期間　３月13日（水）まで　※当日必着
▶応募部門・賞　［小学生の部］、［中学生の部］、［一般の
部（高校生以上）］それぞれの部門で最優秀賞１作品、
優秀賞２作品

▶応募方法　はがきまたはメール本文に、標語と必要事
項［氏名、フリガナ、住所、電話番号、性別、年齢、
学校名（学生の場合）、応募部門の別］及びアンケー
ト（何を見て応募したのか（回答は任意です））を記載
の上、下記まで応募してください。または国土交通省
ホームページの応募様式に記入の上、電子メールに添
付して応募することもできます。

▶その他　
・入賞作品は決定次第、ご本人に直接通知するととも
に、国土交通省ホームページ等で発表し、「道路ふれ
あい月間」の推進に幅広く活用させていただきます。
・入賞された方には、「道路ふれあい月間」期間中に
国土交通省から賞状及び楯を贈呈します。

・応募作品の返却はしません。
・入賞作品の著作権は主催者に帰属します。
・本募集で取得した個人情報は、入賞の作品の連絡・
発表、表彰式のご案内のみに使用し、それ以外の目
的に使用することはありません。

【応募・問合せ先】
　国土交通省道路局道路交通管理課　標語担当
　〒１００－８９１８　
　東京都千代田区霞が関２－１－３
　☎０３－５２５３－８１１１
　（内線３７４２３・３７４２４）
　Mail：hqt-dourofureaigekkan@gxb.mlit.go.jp
　URL：http://www.mlit.go.jp/road/road_fr4_000019.html

募　集

　放送大学は、４月入学生を募集しています。心理学
や、福祉、経済、歴史、自然科学など、約300の授業科
目があり、１科目から学ぶことができます。
▶出願期間 ３月17日（日）まで
▶その他　資料を無料で差し上げています。お気軽に下
記までお問い合わせください。
　【問合せ先】放送大学茨城学習センター
　　　　　  ☎０２９－２２８－０６８３

入居のご相談も随時対応しております。ショートステイもご利用できます。入居のご相談も随時対応しております。ショートステイもご利用できます。

　【問合せ先】 消防本部　☎０２９－２９２－１５１５
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情報
３月の納税

○国民健康保険税　９期
・今年度最後の納税ですので、納め忘れがないか
ご確認ください。
・来年度に向け、口座振替をおすすめします。お
申込みは茨城町指定の金融機関窓口にて受付し
ております。

納期限は４月１日（月）

お知らせ

　質の高い住民サービスの提供及び持続可能な行財政運
営を目標として、平成31年度から平成35年度における
行政改革の基本となる茨城町第５次行政改革大綱・実施
計画（案）を作成しました。
　この大綱・実施計画（案）について、皆様からの意見を
お聞きするため、意見公募（パブリックコメント）を実施
しています。
▶名称　茨城町第５次行政改革大綱・実施計画（案）
▶閲覧及び意見提出場所　
　茨城町役場２階　総務課窓口（17番窓口）
　※時間は事務取扱時間内になります。
▶閲覧及び意見提出期間

　２月25日（月）～３月26日（火）
　※土・日・祝日は除く
▶意見募集対象者　町内に住所を有する方、町内に事務
所・事業所を有する方、町内に勤務する方、町税を納
税している方
▶提出方法　意見提出用紙に必要事項と意見を必ず記入
し、郵送やＦＡＸ等により総務課窓口に提出してくださ
い。なお、提出された意見提出用紙は返却しません。
▶提出された意見の取扱いについて　提出された意見に
ついては、住所・氏名等の個人情報を除き、町ホーム
ページで公表するとともに、今後の計画策定に役立て
ます。なお、意見をいただいた方に対して、個別の回
答はしませんので、ご了承ください。
※大綱・実施計画（案）や意見提出用紙は町ホームページ
にも掲載していますので、ご活用ください。
　【問合せ先】総務課
　　　　　　　☎０２９－２４０－７１２５（直通）

茨城町第５次行政改革大綱・
実施計画（案）に関する意見公募
を実施しています

申告相談はお早めに！申告相

行政書士無料相談会
運
る
施

募

行政書

お知らせ

　町県民税・所得税の申告相談受付は、３月15日（金）
までです。終了間際は大変混み合いますので、お早めに
申告をお願いします。
　平成30年中に収入のなかった方、非課税所得（遺族年
金、障害年金、失業給付金等）の方も申告してください
（町内に住んでいる方の税法上の扶養になっている方は
除きます）。国民健康保険税、後期高齢者医療保険料等
の算定、児童扶養手当等の受給審査資格の基礎資料にな
るほか、所得証明書等もこの申告に基づいて発行されま
す。詳しくは広報いばらき１月１日号、町ホームページ
をご確認ください。
　【問合せ先】税務課 住民税グループ
　　　　　　 ☎０２９－２４０－７１１４（直通）

お知らせ

　「円満な相続がしたい」「会社を立ち上げたい」「必要な
許認可はなにか」「農地転用したい」など暮らしのなかで
お困りのことはありませんか。行政書士が、親切・丁寧
に皆さまのお悩みをお聞きし解決の促進を図ります。

▶日時　３月18日（月）　午後１時～４時
▶場所　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」
　　　　２階会議室３
▶相談員　茨城県行政書士会　水戸支部会員
▶その他　事前申込不要
　【問合せ先】水戸支部事務局　木村
　　　　　　　☎０２９－２５１－３１０１

水戸ホーリーホックホームゲーム
「東日本大震災復興支援招待デー」
茨城町に在住・在学の方をメイン
サイド席に無料招待！

務
納

入

　　　　　 ☎０２

水戸ホ
「東日
茨城町
サイド

お知らせ

　Ｊリーグでは東日本大震災復興支援活動を継続的に
行っています。その一環として、水戸ホーリーホックで
は、「街に誇りと感動を！サッカーで深まる地域の絆」
を目的に、茨城町をはじめとする地域の皆様をホーム
ゲームに無料で招待しています。

▶日時　３月30日（土）　午後３時 キックオフ
▶場所　ケーズデンキスタジアム水戸
　　　　（水戸市小吹町２０５８－１）
▶試合内容　水戸ホーリーホック vs 鹿児島ユナイテッドＦＣ
▶その他  茨城町に在住・在学していることを証明でき
るもの（免許証・学生証など）を持参してください。
無料チケットは特設テントにて正午より配布します。
　【問合せ先】 生涯学習課
　　　　　　　☎０２９－２４０－７１２２（直通）
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定期子育て相談

【問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎ 029－291－0980（直通）
　　　　　　　　　　　茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

３月の予定
6日(水)
8日(金)
13日(水)
15日(金)
20日(水)
26日(火)
27日(水)

読み聞かせ
ボランティアによるピアノ演奏
定期子育て相談
わいわい発表会
読み聞かせ
ボランティアと遊ぼう
『集いの場。ＴＵ☆ＮＡ☆ＧＵ』

毎月第２水曜日
時　間　午前９時30分～11時30分
場　所　保健センター　健診室　
　子育てに関する相談をお受けします。内容により保健
センター(保健師、管理栄養士)と連携して対応します。
身体計測も実施しています。

都合の良い
時間にどうぞ（　　　　　）

茨城町子育て支援センターは子育て親子に寄り添い、
親子のふれあいと絆を深める活動を行っています。

読み聞かせ
毎月第１・３水曜日
時　間　午前11時～11時15分
場　所　まんまるーむ(遊戯室)
　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞かせに来て
くれます。親子でゆったりとお話の世界を楽しみましょう。

対　象　平成28年４月２日以降に生まれた子どもとその
保護者及び妊婦

日　時　27日(水)   午前10時30分～11時30分
場　所　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」健診室
持ち物　バスタオル、水分補給用の飲み物、靴入れの袋

オムツ替え用シート(代用の物でも可)
内　容　自己紹介、親子ふれあい遊び、交流会
　子育てに限らず、情報交換をしたり、なんでも気軽に話し
たりできる場です。妊婦さんやパパの参加も大歓迎です。

子育てセミナー
　  『集いの場。ＴＵ☆ＮＡ☆ＧＵ』
　　　  ～つながる・なかま・ぐちこぼし～

『わいわい発表会』

日曜祝日、年末年始を除き午前９時から午後５時まで　未就学児とその保護者はどなたでも利用できます。
ゆうゆう館 まんまるーむ(遊戯室)を開放

ボランティアによるピアノ演奏
８日(金)
時　間：午前１1時～11時15分
　楽しい曲に合わせて歌ったり、踊ったりして一緒に楽しみましょう。

ボランティアと遊ぼう
26日(火)  午前10時30分 ～ 11時30分 
　ボランティアが遊びに来てくれます。一緒に手遊びをした
り、おしゃべりをしたりして地域の方々と交流をしましょう。

日にち　３月15日（金）
時　間　午前９時30分～11時30分（受付 午前９時30分～）
場　所　茨城町総合福祉センター

「ゆうゆう館」（エントランスホール・健診室）
内　容　・保健師による健康教育相談と身体測定 

・管理栄養士による食の相談、乳幼児食のメ
ニューの紹介

・子育てボランティア、ボランティア団体（子
育て支援関係各機関）による乳幼児向けの読
み聞かせや歌などの発表

・子育て支援の情報提供
＊町外の方の参加も大歓迎。お子さんにはお楽しみプレ
ゼントがあります。

＊椅子に座って自由に観覧できます(ベビーカー利用可)。

（相談）

《発表内容》

（ボランティアの発表）昨年の様子

家族皆さんでどうぞ！！

内　　容

パネルシアター
｢パンパンパン ぱっとさいた｣ 他

発表団体

図書館

大型絵本｢だるまさんが｣
ペープサート｢おべんとうバス｣
パネルシアター｢あめふりくまのこ｣

茨城町おはなしの会
｢しらゆきひめ｣

歌｢かわいいかくれんぼ｣
ふれあい遊び｢バスにのって｣
体操｢わーお!｣

更生保護女性会

大型絵本｢はなさかじいさん｣
手遊びなど

子育てボランティア
｢こころちゃんの会｣

予定時間

10：30

10：40

11：00

11：10
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城里町
城里町総合野外活動センター
「ふれあいの里」「うぐいすの里」予約受付中
　「ふれあいの里」は、広い施設のなかに、オー
トキャンプ場、キャビン、バンガローがあり、
魚釣り体験、ピザ焼き体験などいろいろな野外
体験ができます。
　「うぐいすの里」は、広いグラウンドやテニス
コートがあり、青空の下でスポーツが楽しめ、
また、春には園内の桜が見ごろを迎えます。
　平成31年度の予約も受け付けています。皆
様のお越しをお待ちしています。
　【問合せ先】ふれあいの里管理事務所
　　　　　　 ☎０２９－２８８－５５０５
　　　　　　 うぐいすの里管理事務所
　　　　　　 ☎０２９－２８９－４３２１
小美玉市
小美玉さくらフェスティバル2019
　小美玉市四季文
化館みの～れと小美
玉市商工会の力を結
集した、みの～れを
含む四季の里全体を
会場にした春の一大
まつりです。
▶日時　４４月６日（土）
　　　　 午前９時30分～午後３時
　※雨天の場合は一部プログラムを変更して実施
▶場所　四季の里芝生広場＆四季文化館みの～れ
　　　 （小美玉市部室１０６９）
　【問合せ先】小美玉市生活文化課(みの～れ)
　　　　　　 ☎０２９９－４８－４４６６

　【問合せ先】茨城国際音楽アカデミー
　　　　　　 inかさま実行委員会事務局
　　　　　  （笠間市生涯学習課内）
　　　　　　 ☎0296－77－1101（内線 381）

お知らせ

　関東財務局水戸財務事務所では、財務省の総合出先機
関として、地域の皆様からの相談を、無料で受け付けて
います。
電子マネー詐欺相談（架空請求、サクラサイト）
▶相談受付番号　☎０２９－２２１－３１９５
▶受付時間　月～金曜（祝祭日を除く）
　午前８時30分～正午/午後１時～５時
多重債務相談（借金、クレジットカード、各種ローンの
悩み相談）
▶相談受付番号　☎０２９－２２１－３１９０
▶受付時間　月～金曜（祝祭日を除く）の午前８時30分
～正午/午後１時～４時30分

財務省関東財務局
水戸財務事務所へご相談を

▶相談受付番号
▶受付時間　月～金
～正午/午後１時

お知らせ

　茨城県近代美術館のコレクション約４,０００点の中か
ら、横山大観「流燈」やルノワール「マドモアゼル・フ
ランソワ」をはじめスター級の名品約１００点が勢揃いし
ます。
▶期間　３月24日（日）まで
　※水戸の梅まつり期間（２月16日（土）～）は無休
▶時間　午前９時30分～午後５時
　　  　（入場は午後４時30分まで）
▶入館料　一般６００円、満70歳以上３００円、高大生３６０
円、小中生２４０円　※３月20日（水）は満70歳以上の
方無料。土曜日は高校生以下無料。その他、団体料金
等あり。
　【問合せ先】茨城県近代美術館
　　　　　　 ☎０２９－２４３－５１１１

「茨城近代美術館名品展 ザ・ベスト
モネ、ルノワール、大観から靉嘔まで」

Neighboring town

笠間市
第15回茨城国際音楽アカデミーinかさま
　アカデミーの期
間中には、公開レッ
スンのほか世界最
高峰の講師陣、受
講生、音楽愛好家
によるさまざまな
コンサートも開催
します。ぜひ、会場へ足を運んでいただき、素敵
な音楽の時間をお楽しみください。詳細は、笠間
市ホームページをご覧ください。
公開レッスン
▶期日　３月2121日（木・祝）～３月2828日（木）
▶場所　茨城県教育研修センター（笠間市平町1410）
コンサート

那珂市
八重桜まつり
　静峰ふるさと公園は「日
本さくら名所100選」に選
ばれた八重桜の名所です。
12haの園内に、約2,000本
の八重桜が満開となる光
景はまさに壮観で、春のひ
と時を桜とともに満喫しよ
うと、家族連れや観光客で賑わいます。また、夜桜
期間中には幻想的な世界を見ることができます。

▶日時　４月1616日（火）～４月2929日（月）午前９時～午後５時
　※イベント ４月2020日（土）～2121日（日）、2727日（土）
　　　　夜桜 ４月2020日（土）～2929日（月）日没～午後８時
▶場所　静峰ふるさと公園（那珂市静1720ー1）
▶料金　・入園料　　無料
　　　　・駐車料金については、八重桜まつり
　　　　　期間中有料 （普通車500円、中型車  
　　　　　1,000円、大型車2,000円）。
　【問合せ先】
　八重桜まつり実行委員会（那珂市商工会）　
　☎029ー298ー0234
　那珂市観光協会（那珂市商工観光課）
　☎029ー298ー1111（内線243）

3月21日
（木・祝）

茨城国際音楽アカデミーin
かさま　第15回記念公演
スペシャル・ガラ・コンサート

14：00～
一般1,500円
高校生以下
1,000円

笠　間
公民館
大ホール

3月23日
（土）

水戸スペシャル・コンサート
ザハール・ブロンと若き
名手たち

17：00～ 一般1,500円
茨城県民
文化センター
大ホール

3月23日
（土）

親子で楽しむ
名曲コンサート11：00～

無　料
※事前申込制
小中学生（及びそ
の引率者）限定

教育研修
センター
大研修室

期　日 内　容時　間 料　金 場　所

3月26日
（火）

エヴァ・ラブチェフスカ
無伴奏ヴァイオリン・
リサイタル

18：30～ 1,000円
教育研修
センター
レストラン

3月28日
（木）

アカデミーファイナル
ステューデント・コン
サート

13：00～ 500円
教育研修
センター
大研修室

3月24日
（日）

ミハイル・
ヴォスクレセンスキー
ピアノ・リサイタル

14：00～
一般1,500円
高校生以下
1,000円

教育研修
センター
大研修室
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【問合せ先】健康増進課　☎ 029－240－7134（直通）

［材料］４人分

〈作り方〉

厚揚げ ４００ｇ
にんじん １２０ｇ
えのき １２０ｇ
小ねぎ ２０ｇ
みそ 大さじ１
砂糖 大さじ１
酒 大さじ２

①　厚揚げは熱湯をかけて油抜きする。厚揚げは一口大に切り、にんじんは千切り、えのきは
　　３等分に切る。小ねぎは小口切りにする。Ａの調味料は混ぜておく。
②　アルミホイルに、にんじん、えのき、厚揚げの順にのせ、Ａをかけて包む。
③　②をオーブントースターで20分焼く。焼きあがったら小ねぎを散らす。

栄養成分（１人分）
エネルギー  　198Kcal
塩分　　　　 0.6g

兼
献
献
験

Ａ

兼
献
献
献
験

Ａ

［材料］４人分
大根 ２００ｇ
白菜 １００ｇ
卵 ２個
水 ６００ｍｌ
顆粒中華だし 小さじ２
しょうゆ 小さじ２
塩 少々
ブラックペッパー 少々
水溶き片栗粉 適量

〈作り方〉
①　大根をおろし、白菜は1cm幅に切る。卵はときほぐしておく。
②　鍋に、水、白菜、Ａを入れて弱火で煮る。
③　②の火を止めて水溶き片栗粉を加え、再度火にかけ、卵を加える。フツフツとしたら火を止
　める。
④　③に大根おろしを半量加えて混ぜ、器に盛りつけ、残りの大根おろしを添え、ブラックペッ
　パーをふる。

栄養成分（１人分）
エネルギー   　58Kcal
塩分　　　　  1.0g

ポイント☝
　厚揚げは湯通しして、余分な
油を落とすと、さっぱりと食べ
られます。みそで味付けした優
しい味は、食欲が無いときでも
食べやすくなります。

ポイント☝
　大根おろしは、火を止めてから加えることがポ
イントです。胃腸が弱っているときなどにもおす
すめです。

●風邪を予防する食事のポイント
①たんぱく質を多く含む食材をとる。
　肉や魚、卵や大豆製品、乳製品など
②ビタミンＣを多く含む食材をとる。
　ブロッコリー、じゃがいも、キウイフルーツ、いちごなど
③腸内環境を整える食材をしっかりとる。
　ヨーグルト、きのこ類、ごぼう、にんじん、納豆など

　まだまだ寒いこの季節に、毎年必ず風邪をひいてしまう・・・そんな方も多いのではないでしょうか？
身体の不調をそのままにしておくと、風邪を長引かせる原因にもなってしまいます。今回は、風邪を
予防するためのポイントと風邪予防レシピを紹介します。
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跳ぶ男
（青山 文平 著）

なんてこったい
（金子 成人 著）

つくもがみ笑います
（畠中 恵 著）

散歩するネコ
（群 ようこ 著）

跳ぶ男 く が 笑

あいさつできるよ
（リチャード・スキャリー 著）

にぎやかなおでん
（犬飼 由美恵 著）

田沼スポーツ包丁部
（秋川 滝美 著）

　新宿ゴールデン街のバーで働
くアルバイトの坂本は、本好き
が集まる店でカウンターに立つ
日々を送っていた。そんなある
日、放火の現場に遭遇する。親
しくしているナベさんが取り締
まりのため見回りを始めるが、
何者かに殺されてしまう。ゴー
ルデン街での青春を描く小説。

　忘却探偵として活動する今
日子が、親切守を引き連れて旅
にでる。乗車券は全部で5枚。
寝台電車に始まり、最後は巨大
な高速バスにゆられ、その間は
殺人の謎を解き続けます。一日
ごと眠るたびに、記憶がリセッ
トされる忘却探偵である今日
子。名探偵のミステリー小説。

ゴールデン街コーリング
（馳 星周 著）

新刊1 新刊2

新刊続々

おすすめの新着本

みみんなの
図書館

みんなの
図書館

◆
新
刊
・
新
着
本
の
ご
案
内

掟上今日子の乗車券
（西尾 維新 著）

茨城町立図書館
☎ 029－240－7131

ホームページ
http : //www.lib.t-ibaraki.jp/

2019 年３月の休館日
図書館カレンダー

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

 31

おはなし会（毎月第２・４土曜日）
　３月 ９日（土）午後 ２時～
　３月23日（土）午前11時～

絵本となかよし（毎月第２・４木曜日）
　３月14日（木）午前10時30分～ 
　３月28日（木）午前10時30分～
どちらも図書館「おとぎのくに」で開催します。
皆様のご来館をお待ちしています。

イベント情報

  休

  休 

  休   休 

 休 休

やぎこ先生
いちねんせい

（ななもり さちこ 著）
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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　平成31年1月末現在
　男　16,367人
　女　16,282人
　総人口　32,649人
　世帯数　13,062世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の情報発信中!!

●●町公式ホームページ
　http://www.town.ibaraki.lg.jp/

　　　　 ●町公式ツイッター
https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№79　ホオノキ
（モクレン目 モクレン科）

いばらき中央認定こども園ちびっ子アート

▼
ホ
オ
ノ
キ
と
は

　

モ
ク
レ
ン
属
に
含
ま
れ
る
落

葉
高
木
で
、
高
さ
30
ｍ
、
幹
の

直
径
は
１
ｍ
以
上
に
達
す
る
と

さ
れ
ま
す
。
南
千
島
・
北
海

道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
の
温

帯
か
ら
暖
帯
上
部
に
分
布
し

ま
す
。
県
内
で
も
山
地
部
か
ら

平
地
部
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
林

に
点
在
し
、
群
生
は
し
ま
せ

ん
。
冬
の
落
葉
樹
林
で
は
大
き

な
落
ち
葉
か
ら
付
近
に
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、
周
り
を
み

て
、
幹
の
色
が
白
っ
ぽ
く
、
枝

が
太
い
点
で
ホ
オ
ノ
キ
を
確

認
で
き
ま
す
。

　

町
内
で
も
各
所
に
あ
り
、

野
帳
に
は
中
石
崎
、
大
戸
、
小

幡
、
近
藤
、
馬
渡
、
宮
ケ
崎
、

木
部
、
蕎
麦
原
な
ど
の
記
録

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
花
の
写
真

は
町
内
で
は
撮
っ
て
い
な
い
の

で
、
花
の
撮
影
で
き
る
よ
う
な

時
期
や
場
所
に
は
出
合
っ
て
い

ま
せ
ん
。
花
は
葉
を
広
げ
た
後

で
咲
き
ま
す
の
で
、
コ
ブ
シ
の

よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
き

く
美
し
い
花
は
木
の
上
部
の

枝
先
に
咲
き
ま
す
の
で
、
花
を

上
か
ら
見
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
。
材
は
良
質
で
、
家
具
や
細

工
物
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
葉
は

食
器
の
代
わ
り
も
し
ま
し
た
。

▼
ホ
オ
ノ
キ
の
花

　

花
期
は
５
〜
６
月
と
さ
れ
、

写
真
は
５
月
７
日
の
水
戸
市

森
林
公
園
の
も
の
で
す
。
ホ
オ

ノ
キ
の
花
は
枝
先
の
蕾
の
中

に
葉
と
一
緒
に
あ
り
、
葉
が
広

が
っ
て
か
ら
２
週
間
後
く
ら
い

に
開
花
す
る
そ
う
で
す
。

　

モ
ク
レ
ン
科
は
被
子
植
物

で
は
原
始
的
な
グ
ル
ー
プ
で
、

雌
し
べ
と
雄
し
べ
が
軸
に
ら
せ

ん
状
に
着
い
て
お
り
、
先
端
部

に
は
雌
し
べ
が
集
ま
り
、
下
部

に
は
雄
し
べ
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
雄
し
べ
で
も
葯
と
花
糸
な

ど
の
区
分
も
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。
開
花
１
日
目
は
雌
し

べ
だ
け
が
機
能
す
る
雌
性
期

で
す
。
雌
花
み
た
い
な
も
の
で

す
。
し
か
し
、
２
日
目
に
は
も

う
雌
し
べ
は
機
能
せ
ず
、
雄
し

べ
が
機
能
す
る
雄
性
期
に
な

り
ま
す
。
で
す
か
ら
同
花
の
受

粉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
花

の
受
粉
・
送
粉
機
能
は
２
日
間

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
強
い
香
り

で
虫
を
集
め
て
い
ま
す
。
実
は

１
日
目
の
夕
方
に
は
花
は
閉
じ

て
、
２
日
目
に
は
再
び
開
き
ま

す
。
写
真
は
が
く
が
開
い
て
下

部
に
た
れ
下
が
っ
て
い
る
の

で
、
１
日
目
の
閉
じ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
撮
影
時
刻
は
午

後
４
時
で
す
。
朝
は
何
時
に
開

く
の
で
し
ょ
う
か
。
雨
の
日
に

は
開
か
な
い
そ
う
で
す
。
町
内

で
も
実
生
か
ら
の
小
さ
な
も
の

に
出
合
う
の
で
、
開
花
・
結
実

は
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
晴
れ
た

日
に
観
察
で
き
る
場
所
を
見
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

写真・文　　安　昌美

「お正月の思い出」
　　おぬき　みお （５歳）

「お正月の思い出」
　　ほし　りおな （５歳）

学名 Magnolia obovata Thunb.




